
令和７年度学校評価アンケ－ト分析結果 

 

（１）学校評価の観点 

「学校への理解」「学校の意欲」「学校の実践」の観点で実施する。 

（２）アンケ－ト調査の実施時期・対象人数   （ ）内は、昨年度の数値。 

   ・１２月 生徒       ９１１名（８３７名） 

   ・１２月 保護者      ４０３名（６３７名） 

・１２月 教職員       ５５名 （７４名） 

・１２月 地域        ２２名 （２６名） 

 生徒・保護者・教職員は、Microsoft Forms を活用しスマートフォン等で回答した。 

地域については、昨年度同様近隣町会役員に依頼し、配布・回収した。（配布数は５０） 

（３）評価結果の概要   

【生徒・保護者・教職員評価】 （ ）内は昨年度の数値 

① 学校生活への満足度について 

生徒８８％（８９％）、保護者９４％（９２％）、教員９６％（９３％）が肯定的な回答であった。 

生徒、保護者及び教員による満足度も高水準で推移しており、今後も生徒及び保護者のニーズ

を捉えた教育を実施していく。 

② 授業内容は進学に向け十分か 

生徒９３％（９４％）、教員９６％（９６％）が肯定的な回答であった。生徒及び教員による満

足度も高水準で推移しており、今後も生徒の満足度の高い授業を実施していく。 

③ 授業は理解できるように工夫されているか 

生徒９３％（９１％）、保護者７１%（６６％）、教員１００%（９７％）が肯定的な回答であった。 

保護者は判断できないとの回答が２３％から１９％に減少した。今後も継続して授業公開等で

保護者の授業参観の機会を増やしていく。 

④ 講習・補習・補講の実施について 

生徒９２％（９１％）、保護者８７％（８４％）、教員９８％（９３％）が肯定的な回答であった。 

いずれの満足度も高水準で推移しており、今後も生徒及び保護者の進路希望等を踏まえた講習

等を実施していく。 

⑤ 家庭学習の指導について 

生徒９３％（９３％）、保護者８３％（７９％）、教員９７％（９６％）が肯定的な回答であった。

学年＋１時間の家庭学習を推奨し、学習習慣の定着を図る指導を徹底していく。 

⑥ 自主学習室の活用について 

生徒９３％（９３％）、保護者９１％（８７％）、教員１００%（９６%）が肯定的な回答であった。

保護者の満足度が４ポイント増加した。引き続き、平日及び土曜授業実施日に自主学習室を開 

室していく。 

⑦ 体育祭の充実度について 

生徒８９％（８８％）、保護者７９％（７６％）、教員８９％（９２％）が肯定的な回答であった。 

実行委員を中心として、生徒が主体的となり体育祭を企画・運営したことにより、生徒及び保 

護者の満足が増加した。 

⑧ 文化祭の充実度について 

生徒９１％（８９％）、保護者８４％（８３％）、教員９２％（９２％）が肯定的な回答であった。 

実行委員を中心として、生徒が主体的となり文化祭を企画・運営したことにより、いずれの満

足度も高水準で推移している。 

 

 



⑨ 部活動は学校生活を充実させるものになっているか 

生徒９１％（９１％）、保護者８３％（８０％）、教員９２％（９４％）が肯定的な回答であった。 

生徒、保護者及び教員による満足度は高水準で推移しており、今後も生徒及び保護者のニーズ

を捉えた教育を実施していく。 

⑩ 部活動と学習の両立について 

生徒７７％（７７％）、保護者７７％（６８％）、教員８７％（８７％）が肯定的な回答であった。 

保護者の満足度が９ポイント増加した。引き続き「文武両道を実践する」を目指す学校として、 

勉強と部活動との両立を向上させていく必要がある。 

⑪ 清掃・美化活動について 

生徒９４％（８７％）、保護者９０％（８４％）、教員９５％（８０％）が肯定的な回答であった。 

生徒の満足度が 7 ポイント、保護者の満足度が 6 ポイント増加した。生徒が教室や階段等を清

掃するよう指導を強化するとともに、足立区ごみゼロ運動への参加や、学校見学会等前の「美化ボ

ランティア」による落ち葉掃きなど校内外の美化活動への参加の推進を図る。 

⑫ 服装・挨拶・遅刻などの生徒指導について 

生徒９５％（９５％）、保護者９１％（８７％）、教員８９％（８６％）が肯定的な回答であった。

保護者の満足度が４ポイント増加した。引き続き規範意識醸成に向けた取組を推進していく。 

⑬ 学校の施設・設備について 

生徒９５％（９２％）、保護者９４％（９１％）、教員９４％（８７％）が肯定的な回答であった。 

⑭ 生徒の安全に配慮しているか 

生徒９７％（９６％）、保護者９３％（９１％）、教員１００%（９８%）が肯定的な回答であった。

学校安全全体計画を踏まえ、今後も生活安全・交通安全・災害安全を重点に、今後も「安心・安 

全」な学校づくりに努めていく。 

⑮ 自転車の安全指導について 

    生徒９５％（９４％）、保護者９２％（９２％）、教員９７％（９８％）が肯定的な回答であっ

た。本校の８割以上の生徒は、自転車通学であるため、自転車乗車時の安全指導について継続し

て指導していく。 

⑯ 本や新聞を読む指導について 

生徒４６％（４１％）、保護者４０％（３６％）、教員５７％（５７％）が肯定的な回答であった。

生徒の満足度が５ポイント減少し、満足度が５０パーセントに達していない。図書館の利用促進や

新聞６紙の有効的な活用方法について、検討していく必要がある。 

⑰ いじめ・体罰防止の取組みについて 

生徒９２％（９０％）、保護者７０％（６１％）、教員１００％（１００％）が肯定的な回答であ

った。昨年度課題であった保護者の判断できないと回答は 8 ポイント減少した。引き続き、見逃

しがちな軽微ないじめの積極的な認知や、学校いじめ対策員会を核とした組織的対応を推進して

いく。 

⑱ 学校に充実を期待する項目について 

１０％を超える項目は、生徒は①学校行事３１％（３２％）・②学習指導２７％（２２％）・③進

路指導１４％（１４％）、保護者は①学習指導４２％（４５％）・②進路指導３７％（４０％）・③

学校行事９％（１０％）、教員は①学習指導４４％（４７％）・②進路指導２２％（２０％）と回答

した。３者とも学習指導、進路指導の充実に期待されていることを踏まえ、進学指導や進路指導

の強化に向け取り組みを強化していく。 

 

 

 



【地域学校評価】 （ ）内は昨年度の数値 

① 「江北生に親しみを感じているか」という質問に対して、７３％（４６％）が肯定的な回答であ

った。 

② 「地域に対して、広報を含め様々な情報を提供しているか」という質問に対して、４１％（３４％）

が肯定的な回答であったが、５０％が判断できないと回答しており、地域への積極的な情報に取

り組む必要がある。     

③ 「学校開放や生涯学習の場の提供に積極的か」という質問に対して、２７％（６１％）が肯定的

な回答であったが、昨年度と比較し、肯定的な回答が３４ポイント減少した。引き続き、学校開

放や生涯学習の場の提供について、検討していく必要がある。 

④ 「日常の教育活動に地域の方の意見を取り入れているか」という質問に対して、１９％（３５％）

が肯定的な回答であったが、昨年度と比較し、肯定的な回答が１６ポイント増加した。 

⑤ 「地域を代表する進学校であると思うか」という質問に対して、１００％（８１％）が肯定的と

回答している。 

⑥ 「体育祭、文化祭などの学校行事が盛んであるか」という質問に対して、９１％（６９％）が肯

定的と回答している。 

⑦ 「部活動が盛んであるか」という質問に対して、６８％（４５％）が肯定的と答えている。否定

的な回答は０％（０％）だった。 

⑧ 「学校周辺の環境整備に努めているか」という質問に対して、８６％（３１％）が肯定的な回答

であった。昨年度と比較し、肯定的な回答が５５ポイント増加しており、引き続き、地域清掃や

ボランティア活動を通して地域との連携を深めていく。 

⑨ 「地域の活動に協力しているか」という質問に対して、３２％（５３％）が肯定的な回答であっ

たが、昨年度と比較し、肯定的な回答が２１ポイント減少している。引き続き、地域の活動に積

極的に取り組む必要がある。 

⑩ 「社会のルールやマナーを守っているか」という質問に対して、８６％（６１％）が肯定的と回

答しているが、昨年度と比較し、肯定的な回答が２５ポイント増加している。引き続き、自転車

乗車時におけるヘルメット着用・マナー等の指導を強化していく必要がある。 

⑪ 「生徒の服装や身だしなみは整っているか」という質問に対して、９１％（８５％）が肯定的と

回答しており、昨年度と比較し、肯定的な回答が６ポイント増加している。引き続き、生活指導

を強化していく必要がある。 

⑫ 「地域の方に挨拶をするか」という質問に対して、３２％（２０％）が肯定的と回答しているた

め、学校外での挨拶についても指導を強化していく必要がある。 

⑬  「いじめ・体罰防止に努めているか」という質問に対して、３２％（３５％）が判断できない

と回答しているため、学校の取り組みの発信について検討していく必要がある。 

⑭  「学校改革を進める中、最も期待する項目は」という質問に対して１０％を超える項目は、①

学習指導２７％（１９％）②・進路指導２３％（１９％）、生活指導２３％（３４％）であった。 

（４）評価結果の主な分析と考察及び課題 

   ①  今年度は生徒の学校生活や学習に関する項目において肯定的な回答が増加した。今後も、保

護者や生徒、地域の期待やニーズを的確にとらえ、教育活動の目標として中長期的に掲げ、組

織的に取り組んでいく。 

② Microsoft Forms を活用してアンケートを実施した。アンケートの集計に係る時間が短縮す

るとともに、保護者及び教職員の回収率も向上させることができた。 

③ 地域の方に対して学校の取組等を積極的に発信していくことが課題である。また、回答母数

が少ないため、結果に影響を受けやすい。回答者数を安定させるとともに、「ホームページ」や

「江北だより」等を活用した情報発信のあり方について更なる検討が必要である。 


